
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は変更可能です。 
※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ 34 

【様式２】 

エントリー学校名： 群馬県前橋市立前橋高等学校 

活動名：「めぶく」プロジェクト 
高校生による前橋市活性化への提案 

解決すべき課題︓前橋市は近年、全国的に起きている少子高齢化に伴う人口減少が進んでいる。特に高
校を卒業した若者たちが地元から離れるのが顕著であり、その対策は喫緊の課題である。地元就職の割合
が半数以上を占めている実業高校（商業・工業など）の卒業生は、地域発展のために貢献しているが、本
校のような９割以上が進学をする普通科高校卒業生の首都圏への流出が激しい。 
（図１︓2019年 5月 29日上毛新聞記事）  
目標・方針：前橋の大人たちの地元にかける熱い思いを高校生に伝える。 
私たちは普通科の高校生に対して、いつ、どのように何をすると地元に目を向けてくれるかを、地域の大人た
ちと共に考え、共通認識を得て、チームとして高校生にアプローチする必要があると考えた。 
活動内容︓前橋市活性化に向けての提案とその実現を目指すことで、徹底的に前橋を知る。 
１学年時は、市内で活躍する大人たちの地元愛をインプットする。市職員から総合計画説明や市内若

手経営者によるパネルディスカッション、市内中心商店街インタビュー（写真 2）、市内企業フィールドスタ
ディ（写真 3）などを実施。 
２学年時は生徒目線からの課題設定、提案を様々な場でアウトプットする。模擬前橋市長選挙におい

てはクラスで協力してマニフェストを考え、前橋市高校生模擬議会では直接、市長及び前橋市各部署部長
の方々に提案、質問を行った。また、市内の学校に所属する園児、生徒による学習成果発表会「まえばし
学校フェスタ」において、探究学習についてのプレゼンテーションとポスターセッションを実施した。 
３学年時はこれらの経験を生かし、それぞれの進路実現に向けてチャレンジする。 

活動の成果︓昨年度卒業生の県内進学率は例年 40％前後だが、67％と上昇した。 
ある県内大学関係者からは、本校生徒の自己 PR の優秀さを高く評価していただいたり、公務員試験に

おける面接試験でも探究学習の成果について評価していただいたりと、生徒たちは地域のことを本気で考え
たことが自らの進路に生かされ、自己有用感が高くなったとみられる。 
また、本校では教職員全員が関わり、「市前生に身につけて欲しい６つの力」（表４）を設定した。平成

30 年度入学生（現 3 年生）に、昨年 12 月に実施した６つの力の自己評価は、入学時と比較しすべて
の項目で向上した。（グラフ５）本校は前橋市内進学高校では中堅に位置し、中学生の時にリーダーとし
ての経験が乏しい生徒が多い。その生徒たちがこの２年間での成長を自らで感じ取れたことは、今後の人
生の励みになることは間違いない。 
アピールポイント（アイディアや工夫） 
＊地元を愛する熱い大人（大学生、社会人、地域の方）を学校と結びつける。 
＊インプットした知識をアウトプットする場を設定する。 
＊プレゼンテーション能力を育成し、自己有用感の向上を図る。 
＊教職員はアドバイザーとして生徒に接し、方向性を示さない。 
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